
反復法の幾何学
特異な系に対するクリロフ部分空間反復法の収束解析

速水 謙 （情報学プリンシプル研究系）
杉原 正顯 （東京大学大学院情報理工学系研究科)

幾何学とは座標変換に関して不変な量に関する学問である.
(19世紀ドイツの数学者F. Klein)

この考え方を特異な連立一次方程式の反復解法に適用してみよう.
CG (Conjugate Gradient)法 アルゴリズムのR(A)およびN(A)への分離
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に対するアルゴリズム

対称正定値
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とおく

および

ただし

な場合は？半正定値が特異
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と分離され

は

例えば

ここで

の成分に分離する

核空間

と

像空間

法のアルゴリズムをを用いて

座標変換
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法のアルゴリズム分離された
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法のアルゴリズム分離された
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可能の成分に分離して解析と

法等）をアルゴリズム

も同様にが非対称で特異な場合

非対称問題への応用

に収束最小ノルム解

法

法を適用

対称半正定値

正規方程式

題への応用ランク落ち最小二乗問

ただし

誤差の上界

最小ノルム解たとえば

成分

最小二乗解

正定値対称法に対する

成分
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